
Title 北海道南部太平洋岸臼尻沿岸からソリネットで採集された5種の魚類

Author(s) 田中, 善規; 鶴岡, 理; 二村, 智之 他

Citation 北海道大学水産科学研究彙報, 59(3), 73-80

Issue Date 2009-12-08

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/40205

Type departmental bulletin paper

File Information RFFS59-3_003.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



北海道南部太平洋岸臼尻沿岸からソリネットで採集された5種の魚類

田中 善規 ・鶴岡 理 ・二村 智之 ・宗原 弘幸

(2008年7月31日受付，2009年8月6日受理)

Four Northernmost Records and a New Record of the Fishes Collected by Sledge Net
 

from Usujiri,the Pacific Coast of Southern Hokkaido,Japan
 

Yoshiki TANAKA ,Osamu TSURUOKA ,Tomoyuki FUTAMURA and Hiroyuki MUNEHARA

Abstract
 

One specimen of syngnathid,Hippocampus mohnikei(Bleeker,1853),eight specimens of callionymid,

Repomucenus curvicornis(Valenciennes,1837),two specimens of callionymid,Repomucenus valenciennei(Tem-

minck and Schlegel,1843),12 specimens of paralichthyid,Tarphops oligolepis(Bleeker,1858),and 17 specimens of
 

monacanthid,Rudarius ercodes(Jordan and Fowler,1902)were collected from inshore Usujiri,the Pacific coast
 

of southern Hokkaido,Japan.These specimens of H.mohnikei,R.valenciennei,T.oligolepis,and R.ercodes
 

represent the northernmost records of these species in the Pacific Ocean,and these of R.curvicornis represent the first
 

records of these species from the study area.

Key words:Hokkaido,Northernmost record,Hippocampus mohnikei,Repomucenus curvicornis,Repomucenus
 

valenciennei,Tarphops oligolepis,Rudarius ercodes

函館市臼尻は北海道南部の噴火湾湾口部に位置し，その

周辺海域は季節的に起こる親潮系水と津軽暖流水の水塊交

替の影響を強く受ける。つまり，2月頃から寒流である親潮

系水が噴火湾内に流入し8月頃まで優占するが，9月頃か

らは日本海側を北上してきた対馬暖流に由来する津軽暖流

水が流入し，1-2月頃まで支配的となる (大谷，1971;大谷

ら，1971;Takahashi et al.,2004)。このため，本海域には

寒流系から暖流系まで，多種多様な魚類が出現する。

1970年代から1980年代にかけての継続的な魚類相調査

の結果，臼尻周辺海域から320種の魚類が確認され，北方

系の底生性魚類を中心に南方系の種を含め豊かな魚類相が

形成されていることが分かった (Amaoka et al.,1989)。こ

れまでの臼尻沿岸域における魚類の調査は，定置網や刺し

網による沿岸域の表層から底層にかけての採集や稚魚ネッ

トによる浅海域の中層採集 (Amaoka et al.,1989)，あるい

はハンドネットによる岸からの表層採集などにより行われ

てきた (徳屋・尼岡，1980)。しかし，本海域の底層のみを

対象とした調査はあまり行われておらず，水中写真やダイ

バーの目撃報告などの断片的な情報が多いなど，十分な知

見は得られていない。浅海底域は，着底後間もない底生性

魚類の幼稚魚の生育場として広く利用されていることが知

られており (Reichert and van der Veer,1991;Donohoe,

1997)，臼尻沿岸域においても多くの底生性魚類に利用さ

れ，これらの魚類の生残や成長に重要な役割を担っている
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と考えられる。

2005年から2007年にかけて，北海道大学水産学部海洋

生物生産科学科臼尻水産実験所配属4年生の卒業論文研究

として，臼尻沿岸砂泥底の幼稚魚相調査が行われた。その

結果，採集された魚類の中から，これまで臼尻周辺海域か

らは採集記録がなかった1個体のタツノオトシゴ亜科魚類

Hippocampinae，10個体のネズッポ科魚類Callionymidae，

12個体のヒラメ科魚類Paralichthyidae，17個体のカワハギ

科魚類Monacanthidaeが採集された。これらの標本を分類

学的に精査した結果，タツノオトシゴ属のサンゴタツ

Hippocampus mohnikei Bleeker,1853，ネズッポ属のハタタ

テヌメリRepomucenus valenciennei Temminck and
 

Schlegel,1843，同属のネズミゴチR.curvicornis Valencien-

nes,1837，アミメハギ属のアミメハギRudarius ercodes
 

Jordan and Fowler,1902およびアラメガレイ属のアラメガ

レイTarphops oligolepis Bleeker,1858と同定された。

これらの5種はいずれも臼尻周辺海域からの初記録で

あり，サンゴタツは分布の北限記録，ハタタテヌメリ，ア

ラメガレイおよびアミメハギは太平洋岸での分布の北限記

録にあたる。そこで，本研究ではこれらを記載し，分布域

に関する新知見を報告する。なお，臼尻周辺海域から得ら

れた魚類は，本研究で扱った5種を含めて，26目112科334
種となる (Amaoka et al.,1989;Yabe and Maruyama,

2001;Miyahara et al.,2004;鶴岡ら，2006,2007,2009;

Tsuruoka et al.,2008)。

計数計測方法は原則としてHubbs and Lagler(1958)に

従い，ノギス (ABSソーラ式デジマチックキャリパ500-

445ミツトヨ)を用いて0.1 mm単位で行った。標準体長と

頭長は，それぞれ略号 (SLおよびHL)を付して記す。サ

ンゴタツについては，Lourie et al.(1999)に基づき頂冠か

ら尾部先端までの長さを高さ (Height)として計測した。

計数，計測および体色の観察は5%海水ホルマリン固定後

に行った。尾鰭条数は，主鰭条数と前鰭条数を合計して計

数した。脊椎骨および一部の鰭条の観察には軟X線写真を

用いた。本研究に供した標本は，北海道函館市臼尻沖 (41°

59′N，140°58′E)の砂泥底においてSCUBA潜水のダイ

バーが操作する新型そりネットにより採集され (宗原，

2009;Munehara et al.,2009)，北海道大学総合博物館分館

水産科学館 (HUMZ)に所蔵されている。

本研究を進めるにあたり，北海道大学北方生物圏フィー

ルド科学センター臼尻水産実験所の野村潔技官には標本採

集の際に多大なご協力をいただいた。ここに謹んで感謝の

意を申し上げる。

Hippocampus mohnikei Bleeker,1853

サンゴタツ

(Fig.1)

材料

HUMZ 201232，性別不明1個体，高さ25.4 mm，2006年

9月29日。

記載

背鰭条数16;臀鰭条数4;胸鰭条数12;躯間輪数11;
尾輪数38;背鰭基底下の躯幹部上隆起線の突起数2。

体各部の相対長 (% Height)頭長29.7;体高15.3;吻長

11.7;上顎長2.8;眼径5.3;眼窩後頭長13.6;背鰭前長

43.5;背鰭基底長10.2;臀鰭基底長1.1;胸鰭長6.7;臀鰭

長4.8。体各部の相対長 (%HL)吻長39.3;上顎長9.4;眼

窩径17.7。

体は細長く，尾部は著しく伸長する。頭部および胴部は

側扁する。頭軸と体軸はほぼ直交する。吻は筒状で，やや

伸長する。後頭部の頂冠は低く不明瞭で，棘あるいは皮弁

を備えない。鰓孔は小さな円形で，後頭部側面に開口する。

体は堅い体輪状骨板に被われる。各体輪の棘は未発達で，

鈍い。背鰭起部は第8躯間輪の直上に位置する。臀鰭は肛

門の直後に位置する。腹鰭および尾鰭を欠く。

北 大 水 産 彙 報 59(3),2009.
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Fig.1.Hippocampus mohnikei,HUMZ 201232,20.7 mm
 

Height.



ホルマリン液浸下における体色は一様に暗褐色を呈し，

吻部はやや淡色。眼は黒色。各鰭は淡褐色で，先端は半透

明。

分布

国内における分布は，函館市臼尻沖から九州西部にかけ

て知られている (渋川，1997;瀬能，2000;本研究)。世界

的には，中国，ベトナムおよびインド南東部にかけて分布

する (瀬能，2000;Thangaraj and Lipton,2007)。

備考

本標本は頭部と躯幹部の両体軸がほぼ直交することか

ら，ヨウジウオ科タツノオトシゴ亜科のタツノオトシゴ属

Hippocampusに含まれる (荒賀，1984;瀬能，2000)。本属

は日本周辺海域から7種が知られているが (瀬能，2000)，

本標本は躯間輪数が11である，頂冠は低く不明瞭である，

体輪の棘は未発達で鈍いなどの特徴から，サンゴタツとタ

カクラタツH.trimaculatusに類似する。しかし本標本は，

背鰭条数が16で胸鰭条数が12であることにより，背鰭条

数が18-22で胸鰭条数が16-19であるタカクラタツとは明

瞭に識別される (荒賀，1984;Lourie et al.,1999;瀬能，

2000)。また，吻長や尾輪数，棘の状態，体色などのその他

の特徴は，本種の原記載であるBleeker(1853)およびシン

タイプを調査したLourie et al.(1999)の記述によく一致，

あるいは極めて近い状態を示す。従って，本標本をサンゴ

タツと同定した。

本種は函館以南から本州西部までの日本，中国，ベトナ

ムおよびインド南東部に分布するとされているが (瀬能，

2000;Kano and Kohno,2001;Thangaraj and Lipton,

2007)，これまで函館市臼尻沖からの採集報告はなかった。

従って，本研究は本種の臼尻沖初記録であり，分布の北限

記録である。

Repomucenus curvicornis Valenciennes,1837

ネズミゴチ

(Fig.2)

材料

HUMZ 201225，雄5個体，性別不明1個体，21.8-55.2 mm
 

SL，2005年11月2日;HUMZ 201230，雄1個体，性別不

明1個体，45.2-47.4 mm SL，2005年11月22日，水温10°C，

水深8.2 m。

記載

背鰭条数IV-9;尾鰭条数11;臀鰭条数9;胸鰭条数18-

20;腹鰭条数I,5。

体各部の相対長 (%SL)体高8.2-11.5;頭長32.7-39.6;
吻長26.4-38.0;上顎長6.5-9.6;下顎長7.0-8.8;尾柄長

15.0-15.7;尾柄高4.4-5.4;背鰭前長30.0-40.8;背鰭基底

長44.8-51.2;臀鰭前長48.8-53.7;臀鰭基底長31.5-35.3;
胸鰭基底長6.3-6.9;胸鰭長16.2-24.2;腹鰭前長24.3-27.5;
腹鰭長12.3-18.2。体各部の相対長 (%HL)上顎長19.1-

26.8;下顎長18.9-22.3;眼窩径19.6-26.2。

体は伸長し，著しく縦扁する。鱗はない。鰓孔は小さな

円形で，後頭部の背面に開口する。口は小さく，下唇上縁

に肉質突起がない。後頭部に骨質隆起がない。前鰓蓋骨棘

は強大で，基部に1本の前向突起を，背縁に2-4個の強い

内向突起を備え，先端は内側に湾曲する。鰓蓋部は皮弁状

を呈さない。体側下部に皮褶がない。第2背鰭軟条は最後

端の1本を除き分枝しない。尾部中央7本の軟条の先端は

分枝する。尾柄部背面に左右の体側の側線を結ぶ連結枝が

ある。眼下管には外側に向かう1本の分枝がある。

ホルマリン液浸下における体色は明褐色を呈し，側線よ

り背側はやや暗色。腹部は一様に淡色。胸鰭後方に体軸に

沿って5-6個の暗褐色斑が，そのすぐ腹方に多数の楕円形

小白斑がそれぞれ並ぶ。第1背鰭の第3-4棘間の鰭膜に1

田中ら:臼尻沿岸からソリネットで採集された5種の魚類
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Fig.2.Repomucenus curvicornis,HUMZ 201225,50.6 mm SL.



大黒斑がある。第2背鰭は一様に褐色。臀鰭は半透明で，中

央部に1本の濃暗色縦帯がある。胸鰭は淡褐色で，褐色お

よび白色の小斑が並ぶ。腹鰭に小白斑が散在する。尾鰭は

半透明で，上半分に暗色小斑が散在し，下半分に1本の太

い暗褐色縦帯がある。

分布

陸奥湾から九州西岸までの日本海沿岸，函館市臼尻沖か

ら鹿児島県までの太平洋沿岸，瀬戸内海，黄海，東シナ海，

香港周辺，台湾沖，南シナ海およびフィリピンに分布する

(Fricke,1983;尼岡ら，1995;中坊，2000a;座間，2001;本

研究)。

備考

本標本は，尾柄部背面に左右の体側の側線を結ぶ連結枝

がある，尾鰭中央の7軟条の先端が分岐する，背鰭軟条数

が9および臀鰭軟条数が9であることからネズッポ科のネ

ズッポ属Repomucenusに含まれる (Nakabo,1983;中坊，

2000a)。本属は日本周辺海域から8種が知られているが

(中坊，2000a)，本標本は第1背鰭の第3-4棘間の鰭膜に大

きな黒色斑があることで，ネズミゴチR.curvicornis，ハタ

タテヌメリR.valencienneiおよびヌメリゴチR.lunatusの

3種に類似する。しかし，本標本で見られた，眼下管に外側

へ向かう1分枝がある状態は，ネズミゴチのみに見られる

特徴である (ハタタテヌメリおよびヌメリゴチでは3分

枝;Nakabo,1983)。また，本標本はハタタテヌメリとは尾

鰭に散在する暗色小斑が上半分に限定されることで (ハタ

タテヌメリでは暗色小斑が尾鰭全体に分布)，ヌメリゴチの

雄とは臀鰭の中央部に黒色縦帯があることで (ヌメリゴチ

の雄では臀鰭は一様に黒色)，ヌメリゴチの雌とは黒色斑が

第1背鰭の第3-4棘間の鰭膜に限定されることでもそれぞ

れ識別される (ヌメリゴチの雌では第1背鰭は一様に黒

色;Nakabo,1983)。さらに，前鰓蓋骨の形態や計数・計測

値などの本標本で見られたその他の特徴も，Fricke(1983)
で示された，ホロタイプを含む多くの標本に基づくネズミ

ゴチの記載とよく一致する。従って，本研究では本標本を

ネズミゴチと同定した。

本種は北海道南部以南の日本各地に広く分布し (Fricke,

1983;尼岡ら，1995;中坊，2000a;座間，2001)，太平洋岸

では普通種であるとされているが (Fricke,1983)，これまで

函館市臼尻沖からの採集報告はなかった。従って，本研究

は本種の臼尻沖初記録である。

Repomucenus valenciennei Temminck and Schlegel,1843

ハタタテヌメリ

(Fig.3)

材料

HUMZ 201222，1個体，雄，36.4 mm SL，2005年10月

13日;HUMZ 201229，1個体，雌，47.6 mm SL，2005年

11月22日，水温10°C，水深8.2 m。

記載

背鰭条数IV-9;尾鰭条数11-12;臀鰭条数9;胸鰭条数

18-19;腹鰭条数I,5。

体各部の相対長 (%SL)体高11.3-11.8;頭長36.1-38.0;
吻長23.2-33.5;上顎長8.3-8.9;下顎長7.6-8.2;尾柄長

15.4-16.4;尾柄高4.9-5.2;背鰭前長32.6-33.3;背鰭基底

長43.1-50.5;臀鰭前長50.6-52.2;臀鰭基底長33.4-36.5;
胸鰭基底長7.1;胸鰭長21.7-22.0;腹鰭前長24.4-27.7;腹

鰭長21.7-22.0。体各部の相対長 (%HL)上顎長21.8-24.6;
下顎長19.9-22.8;眼窩径21.5-22.2。

体は縦扁する。背鰭は2基。鱗はない。尾部中央の軟条

の先端は分枝する。口は小さく，下唇上縁に肉質突起がな

い。体側下部に皮褶がない。鰓蓋部は皮弁状ではない。第

2背鰭軟条の先端は最後のものを除いて分枝しない。前鰓
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Fig.3.Repomucenus valenciennei,HUMZ 201229,47.6 mm SL.



蓋骨棘は顕著で，1個の前向突起と2-4個の強くて大きい

内向突起があり，後端は内側に曲がる。尾柄部背面に左右

の体側の側線を結ぶ連結枝がある。後頭部に骨質隆起がな

い。眼下管には外側に向かう分枝がある。眼下管には外側

に向かう3本の分枝がある。

ホルマリン液浸下における体色は褐色を呈し，側線より

背側は暗褐色の虫食い状斑に被われる。腹部は一様に淡

色。胸鰭後方に体軸に沿って5-6個の暗褐色斑が，そのす

ぐ腹方に多数の楕円形小白斑がそれぞれ並ぶ。第1背鰭の

第3-4棘間の鰭膜に1大黒斑がある。第2背鰭は一様に褐

色。臀鰭は半透明で，第6-10鰭条間の鰭膜に1本の濃暗色

縦帯がある。胸鰭は淡褐色で，褐色および白色の小斑が並

ぶ。腹鰭に小白斑が散在する。尾鰭は半透明で，全体に小

暗色斑が分布する。

分布

石狩湾以南から九州西岸までの日本海沿岸，函館市臼尻

沖および岩手県大槌湾から三重県までの太平洋沿岸，瀬戸

内海，朝鮮半島南岸および台湾に分布する (尼岡ら，1995;
中坊，2000a;座間，2001;本研究)。

備考

本標本は前述のネズミゴチと同様に，ネズッポ科のネ

ズッポ属Repomucenusに含まれ，さらにネズミゴチR.

curvicornis，ハタタテヌメリR.valencienneiおよびヌメリゴ

チR.lunatusの3種に類似する。しかし本標本は，尾鰭の

全体に小暗色斑が分布することで，小暗色斑が尾鰭の上半

分に限定されるネズミゴチおよびヌメリゴチとは明瞭に識

別され，ハタタテヌメリの標徴に一致する。また本標本は，

ネズミゴチとは眼下管の外側へ向かう分枝が3つであるこ

とでも識別される (ネズミゴチは1つ;Nakabo,1983)。さ

らに，前鰓蓋骨の形態や計数・計測値などの本標本で見ら

れたその他の特徴も，Fricke(1983)で示された，レクトタ

イプを含む多くの標本に基づくハタタテヌメリの記載とよ

く一致する。従って，本研究では本標本をネズミゴチと同

定した。

本種は本邦においては，石狩湾以南から九州西岸までの

日本海沿岸，岩手県大槌湾から三重県までの太平洋沿岸お

よび瀬戸内海に分布するとされており (尼岡ら，1995;中

坊，2000a;座間，2001)，これまで函館市臼尻沖からの採集

報告はなかった。従って，本研究は本種の臼尻沖初記録で

あり，太平洋岸における分布の北限記録である。

Tarphops oligolepis Bleeker,1858

アラメガレイ

(Fig.4)

材料

HUMZ 201220，2個体，性別不明，11.1-11.4 mm SL，2005
年10月13日;HUMZ 201226，1個体，性別不明，21.2 mm

 
SL，2005年11月22日，水温10°C，水深8.2 m;HUMZ

 
201294-201300，7個体，性別不明，19.9-23.2 mm SL，2007
年10月26日;HUMZ 201301，1個体，性別不明，30.4 mm

 
SL，2007年11月29日，水温9.2°C，水深7.3 m;HUMZ

 
201302，1個体，性別不明，28.6 mm SL，2007年12月18日，

水温5.3°C，水深7.2 m。

記載

背鰭条数64-67;尾鰭条数17-18;臀鰭条数48-53;胸

鰭条数9-10;腹鰭条数6;側線鱗数41-46;脊椎骨数10＋

24-25＝34-35。

体各部の相対長 (%SL)体高35.3-48.6;頭長25.9-31.5;
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Fig.4.Tarphops oligolepis,HUMZ 201302,28.6 mm SL.



尾柄高10.0-12.2;背鰭前長9.7-14.7;背鰭基底長85.4-

94.4;臀鰭基底長56.1-69.4%，胸鰭長21.5-23.5%，腹鰭長6.3-

10.4%。体各部の相対長 (% HL)吻長20.5-29.9;上顎長

46.4-73.7;眼窩径32.0-41.8。

体はやや伸長した卵型で，きわめて扁平し，標準体長は

体高の2.1-2.8(平均2.3)倍。口は小さく，上顎後端は眼の

中央直下に達しない。眼は体の左側にあり，大きく，頭長

は眼窩径の2.4-3.1(平均2.8)倍。眼隔域は狭く，やや凹む。

前鰓蓋骨に遊離縁がある。背鰭は眼窩前縁の直上より前方

から始まり，尾柄部に達する。臀鰭は胸鰭基底下端直下か

ら始まり，尾柄部に達する。背鰭および臀鰭は尾鰭と連続

しない。腹鰭の胸鰭は大きく，無眼側の全ての胸鰭軟条の

先端は分枝しない。腹鰭は軟条のみで構成され，基底は短

い:有眼側と無眼側はほぼ同長で，左右対象に位置する。

肛門は臀鰭起部の直前に位置する。側線は鰓裂上端のすぐ

背方から始まり，胸鰭の背方で大きく背方へ湾曲し，その

後，体側の正中線上を真っ直ぐ伸びて尾柄部末端に達す

る。有眼側の後頭部に背鰭に向かう側線分枝がある。

ホルマリン液浸下における体色は，有眼側は一様に褐色

で，褐色斑が点在する。背鰭基底，臀鰭基底および背鰭膜

部には小暗色斑が並ぶ。尾鰭基底付近の膜部に2つの小暗

色斑が並ぶ。胸鰭および腹鰭に淡褐色横帯がある。無眼側

は淡色で，背鰭基底および臀鰭基底に淡褐色縦帯がある，

またはない。胸鰭および腹鰭は透明。

分布

石狩湾以南の日本海沿岸から台湾，函館市臼尻沖および

千葉県以南の太平洋沿岸から南シナ海および瀬戸内海燧灘

に分布し，砂礫底に出現する (尼岡ら，1995;中坊，2000b;

Yamamoto,2004;本研究)。

備考

本標本は，口は小さく上顎後端は眼の中央部に達しな

い，有眼側の後頭部に背鰭基底に向かう側線分枝がある，

側線鱗数が41-46であるなどの特徴から，ヒラメ科のアラ

メガレイ属Tarphopsに属する (Amaoka,1969;中坊，

2000b)。本属にはアラメガレイT.oligolepisおよびユメアラ

メガレイT.elegansの2種が知られているが (Amaoka,

1969;中坊，2000b)，本標本は有眼側の体に淡褐色斑が散在

することでユメアラメガレイとは識別され，アラメガレイ

の標徴と一致する。また，本標本の黒色素胞のパターンは，

南 (1988)においてスケッチ画により示されたアラメガレ

イ稚魚の黒色素胞のパターンとよく一致する。

本標本で見られた臀鰭条数48-53および側線鱗数41-46
は，Amaoka(1969)および中坊 (2000b)で示された値の範

囲からやや外れる (臀鰭条数48-52;側線鱗数40-45)。ま

た，本標本で見られた2つの計測形質，標準体長は体高の

2.1-2.8(平均2.3)倍および頭長は眼窩径の2.4-3.1(平均

2.8)倍は，Amaoka(1969)で示された値の範囲から大きく

外れる［標準体長は体高の1.7-2.0(平均1.9)倍および頭長

は眼窩径の3.2-4.3(平均3.3)倍］。しかし，本研究で用いた

標本はすべて幼魚であり，標準体長に対する体高の割合は

成長に伴い増加する傾向が示され (r＝0.65，p＜0.05;Fig.

5)，また頭長と眼窩径との関係にも同様の傾向が見られた。

臀鰭条数と側線鱗数に見られた，従来知られていた計数値

の範囲との差は僅かに1であること，体高と眼窩径には成

長に伴う変異が想定されること，さらにその他の特徴は

Amaoka(1969)で示されたアラメガレイの特徴とよく一

致することから，これら4形質に見られた差異を種内変異

と判断し，本標本をアラメガレイと同定した。

本種はこれまで，石狩湾以南の日本海沿岸から台湾，千

葉県以南の太平洋沿岸から南シナ海および瀬戸内海に分布

するとされていたが (尼岡ら，1995;中坊，2000b;

Yamamoto,2004)，函館市臼尻沖からの採集報告はなかっ

た。従って，本研究は本種の臼尻沖初記録であり，太平洋

岸における分布の北限記録である。

Rudarius ercodes Jordan and Fowler,1902

アミメハギ

(Fig.6)

材料

HUMZ 201218-201219，8個体，性別不明，7.2-15.4 mm
 

SL，2005年9月21日;HUMZ 201223，1個体，性別不明，

10.1 mm SL，2005年10月24日;HUMZ 201224，2個体，

性別不明，15.7-34.8 mm SL，2005年11月2日;HUMZ
 

201228，3個体，性別不明，9.2-20.4 mm SL，2005年11月

22日，水温10°C，水深8.2 m;HUMZ 201231，2個体，性

別不明，25.2-28.1 mm SL，2005年12月7日，水温10°C，

水深8.5 m;HUMZ 201227，1個体，性別不明，14.5 mm SL，

2005年12月21日，水温8°C，水深6.4 m。

記載

背鰭II-24-27;臀鰭23-26;胸鰭10-12;尾鰭12。

体各部の相対長 (%SL)体高54.7-68.5;頭長33.1-51.8;
吻長15.8-21.4;尾柄長11.0-15.3;尾柄高8.9-13.8;背鰭前

長32.3-53.9;背鰭基底長44.9-65.3;臀鰭前長58.7-79.5;
臀鰭基底長28.4-42.0;胸鰭長9.2-16.3。体各部の相対長 (%
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Fig.5.The proportion of body depth in SL of Tarphops
 

oligolepis.



HL)吻長33.1-58.2;眼窩径34.1-45.5;両眼間隔22.9-

37.4。

体はひし形で，側扁する。吻はわずかに突出し，口は小

さく，前方に開口する。頭部背縁は少し凹む。鰓孔は小さ

く，眼窩後縁の下方に開口する。第1背鰭は長大な1棘と

短く痕跡的な1棘で構成され，その起部は眼球の直上に位

置する。第1背鰭棘上に多数の小棘が並び，前縁の小棘は

上方を，その他の小棘は下方を向く。第1-2背鰭間の溝は

浅く，第1背鰭棘は完全には納まらない。第2背鰭起部と

臀鰭起部は対在する。胸鰭は小さく，胸鰭基底の上端は鰓

裂下端の直後に位置する。腹鰭はない。腰骨後端に非可動

の鞘状鱗があり，膜質部より明瞭に突出する。尾柄には剛

毛状の小棘がある，またはない。尾鰭の後縁は丸い。

ホルマリン液浸下における体色は一様に緑褐色を呈し，

小型個体 (30 mmSL未満)には褐色小斑が散在するが，大

型個体 (30 mmSL以上)では不鮮明。頭部は胴部よりやや

暗色で，吻部は特に暗色。腹部は赤褐色。第1背鰭第1棘

基部に黒色斑がある。第2背鰭基底および臀鰭基底にそれ

ぞれ2個の暗褐色斑が対在する。尾柄部の背側と腹側に1
個の暗褐色斑が対在する。胸鰭，第2背鰭および臀鰭は透

明。大型個体(30 mmSL以上)では尾鰭に褐色の横縞がある。

分布

北海道積丹半島以南の日本海側沿岸，函館市臼尻および

岩手県大槌湾以南の太平洋側沿岸，瀬戸内海および韓国南

岸に分布する (Akagawa and Okiyama,1997;林，2000;

Lee,2001;座間，2001;本研究)。

備考

本標本は，第1背鰭棘前縁の小棘が上向き，臀鰭軟条数

は23-26などの特徴からカワハギ科のアミメハギ属

Rudariusに含まれる (林，2000)。本属は日本周辺海域から

セッパリハギR.excelsusとアミメハギR.ercodesの2種

が知られているが，本標本は第2背鰭起部と臀鰭起部が対

在すること (セッパリハギでは第2背鰭起部は臀鰭起部よ

りも後方に位置する)，頭部背縁が少し凹むこと (直線状)，

臀鰭条数が23-26(21)などの特徴でセッパリハギとは明

瞭に識別され，アミメハギの標徴に一致する (松浦，1984;
林，2000)。また，計測形質や色彩など本標本で見られたそ

の他の特徴も，本種の原記載であるJordan and Fowler

(1902)の記述とよく一致，あるいは極めて近い値を示す。

本標本の第2背鰭条数24-27および胸鰭軟条数10-12
は，従来知られているアミメハギの値からやや外れる (第

2背鰭条数25-28，胸鰭軟条数10-11;林，2000)。しかしそ

の差異は僅かであること，またその他の特徴はよく一致す

ることから，これらの計数値の差異は種内変異であると判

断し，本標本をアミメハギと同定した。

本種は北海道積丹半島以南の日本海沿岸，岩手県大槌湾

以南の太平洋沿岸，瀬戸内海および朝鮮半島南岸に広く分

布することが知られているが (Akagawa and Okiyama,

1997;林，2000;Lee,2001;座間，2001)，これまで函館市

臼尻沖からの採集記録はなかった。従って，本研究は本種

の臼尻沖初記録であり，太平洋岸における分布の北限記録

である。
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